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成
-

^1

半
は
縣
龠
の
選
任
に
係
る
委
員
よ
&

®
る
*

站
九
怨
.

(

九
〇)

雜

錄

其
の
被
用
漭
が
典
の
職
權
外
の
行
爲
を
爲
し
れ
る
場
合 

に
及
ば
ざ
る
は
勿
論
な
換
言
す
れ
ば
公
典
圆
體
の 

斑
員
が|

定
範
圍
の
_
務
を
有
し
、
且
つ
興
の
委
任
の 

範
_
內
に
於
て
行
動
し
た
る

場
合
R
於
て
始
め
て
公
共 

卿
體
の
任
實
现
由
を
生
す
る
な
-

CNO

郡
市
に
於
け
る
瞥
^

^
政
は
所
謂
響
務
委
員W

a
t
c
h

 

C
o
m
m
i
t
t
e
e

の
管
掌
す
る
所
な
h

o
該
娄
員
は
市
會
之 

を
選
任
し
"
市
長
及
び
市
畲
議
員
總
數
の
三
分
の
”
を 

越
h
ざ
る
薬
員
を
以
て
之
を
紐
織
すo

治
安
判
事
は
11 

權
上
鏺
察
官
た
る
べ
しo

瞥
務
長(chief constable) 

は
都
市
警
察
官
を
指
撖
す
0
警
務
長
は
警
務
委
員
に
依 

つ
て
選
任
せ
ら
れ
1
警
務
姿
員
茬
く
は
其
市
の
治
安
判 

事
に
依
つ
て
擺
免
せ
ら
るO

瞥
務
委
員
敫
の
會
議
定
足 

數
は
三
名
な
^
N
o都
市
響
察
官
は
總
ベ
て
警
務
委
員
に 

依
つ
て
注
免
撤
督
せ
&
る
0

郡
部
の
瞥
察
刺
度
は
®
市
の
失
れ
ビ
相
似
れ
A
O
唯
其 

の
.都
市
の
制
度
^
相
違
せ
る
は
、
®
督
機
關
がW

a
t
c
k
-

の
常
®
藥
員
な
る
の1

事
に
在
つ
て
#

す
o
尙
ほ
挪
那 

R
於
て
は
‘、
辔
務
長
は
都
市
に
於
け
る
ょ
6
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M
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な
4 .
地
位
に
在
る

こビを
附
記
し
®
く
.べ
し
0 

首
府
の
響
察
は
首
府
固
有
の
も
の
に
し
て
，
國
家
の
.事
_ 

務
S
看
做
さ
れ
、
從
っ
て
中
央
政
府
の
直
轄
に
®

すo 

首
府
の
警
察
制
度
は
一
八
こ
.
九
年
の
，
宰

R
&
e
l
t

 

P
e
e
l

の
提
案
に
係
る
法
律
に
連
礎
を
置
け
$
都
府
響
察 

權
の
作
用
はC

i
t
y

の
麵
域
に
及
ば
ず
^
雖
も
、
«
に 

C
h
a
r
b
g

 

C
r
o
s
s

ょ

々

十

五

«

以

內

の

全

域

に

及

ぶ

も 

のW
す
？
而
し
て
S*
府
瞥
察
權
の
行
は
る
\
區
域
を
糨 

し
て 

IVE
'-aropoIitan Police District 

s
云
ふ 
o
#
t 

の
警
察
#

は
一
名
.の
警
視
總
&(

0

1

完

c
o
l
s
s
b
n
e
r
)

 

及
び
三
名
の
副
總
盤「

>

⑺を
5T
㈡
rt
>c

o
m
m
i
s
s
i
o
n
e
r
s
)

の 

猎
揮
盤
督
を
受
く
る
も
の
^
す
o

1M
ほ
偷
敦
ミ
ッ
ド
ル

セ
ク
-ス

ハ

.
Iト
フ
.オー

ド
、
グ

.ゾ
ト

，

ナ
'
レ
，
一
、
エ
ツ 

セ
ク
ス
、
パ
ー
ク
ヌ
ノ
及
び
ブ
ッ
ク
ス
化
は
治
安
判
事

* - '
£T ； f 《て'

を
©
く
。

c
i
t
y

tt#

殊
の
替
察
制
度
を
布
け
A

O
從
つ
て
偷
敦
府 

の
制
皮
^

M

R之
れ
を
®

別
す
る
の
必
要
あ
h

o
偷
敦

.
市
の
瞥
察
行
政
は
中
央
政
府
の
支
配
を
受
け
す
、
市
自 

身
の
锬
務
長
を
布
し
、
市
の
瞥
務
長
は
市
のC

o
m
m
o
n

 

c
c
t
m
c
l
T
r
,

市
會)

の
推
鷉
杞
係
办
"
其
の
選
任
は
國
王 

の
允
許
を
佐
つ
て
破
定
すo

又
市
の
響
務
提
は
o
&
r
t 

o
f

 A
l
d
e
r
m
e
n

 (

市
參
事
會)

又
は
國
王
rc
依
.つ
て
の
み 

擺
觅
せ
&

る
、
も
のV

J

す
。

.

S

保
安
#
察
の
目
的
を
以
て
命
令(orders 

for 

the g
o
o
d

 

m
l
e

 

a
n
d

的
0
く邝1
1
1
1
1
1
8
^

を
發
す
る
は
¥
ら
ぶ
會
及
び

市
會
の
權
限
杞
腐
す
論
も
保
健
行
政
上
の
誓
察
命
令 

{orders 

tor 

the 

arovention 

o
f 

niiisances}

を
發
す

,る
は
縣
會
市
會
の
¥.
有
權
に
ぁ
ら
す
し
て
> 
衛
生
區
會 

も
亦
3 1

の
權
眼
を
有
す

0

然
&
而
し
て
磐
察
命
令
は
次 

の
ニ
條
件
の
成
就
を
俟
つ
て
實
際
R
3C
の
效
力
を
發
す 

る
■も
.
0
s>
J 
す 
o 

.
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,命
令
*
發
じ
て後

： "

四
十
日
間
地
方
行
政
鷓
：
 

に
於
て
之
を
公
示
し
た
る
時 

(
1
1
.
)

命
令
に
は
地
方
廳
の
公
印
を
押
捺
し
"
發
布 

後
直
に
之
を
內
務
大FI(

H
o
m
e

 

s
e
c
r
e
t
a
l
ŷ

la 

$
.に
斯
.ぐ
_

し
遛
く
>

に
廻
付
し
> 

國
王
が
四
十 

日
間
咏
其
の
.命
令
を
取
消
さ
い
ぅ
し
時0(

佝
ほ
國 

王
は
四
十
日
'間
の
期
間
內
に
命
令
の
停
止
期
間
を_ 

定
む
る
こ
ビ
を
得
>

.,
:■:

:

聱
察
命
令
に
於
て
は
五
磅
以
上
の
科
料
を
規
定
す
る
i
 

ビ
を
得
ず
0
繼

續

し

て

反

覆

せ

ら

る

、
_

行

に

對

し

て 

は

1

日
四
十
志
以
上
の
科
料
を
規
定
す
る
を
得
ず
。
處

： 

罰

は

警

察

犯

即

決

手

鑽

jiiHsdiction;

s<—

 

m
m
a
n
s
c
h
e
n

 

POHZeiverfahren)' 

に
砍
つ
て
定
め
&
る 

警
察
命
を
發
す
る
場
合
：に
於
け
る

形

式

上

、

手

續

上

の

，
パ 

制
.限
俞
飩
杞
述
べ
た
る
が
如
し
ど
¥

、
別
に
實
質
上 

の

制

限

之

有

即

ち

左

の

如

し

？

.

S
 

‘
馨
察
命
令
は
旣
定
の
成
法
並
來
普
通
法
に
牴;:

‘

觸
す
る
を
得
ず
。
法
#
を
以
て
既
に
刑
糊
を
宛
め

婼
！號
' 
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secretary 

S

Wす
る
1
人
の
長
官
ぁ
り
、
：地
方
1

¥

R
對
ず
る
監
督
は
其
の
最
も
重
要
な
る
織
限
な
前

' 

- 

に
^
言
し
た
る
が
如
く
、.
偷
敦
府
の
警
察
は
實
に
彼
の 

直
管
に
«

せ
ぅ
0

伹
し
偷
敦
市
は
典
の
管
轄
外
に
在
厶 

一.
こ
i

a
を
俟
た
ず
o
又
其
他
の
地
方
に
在
る
镫
察
官
は 

直
接
彼
の
命
令
の
下
に
動
く
に
ぁ
&
ず

^
雖

も

政

府

は 

地
方
警
察
费
の1

半
を
補
溢
す
る
こ
ど
に
依
ぅ
"
英
國
. 

j

全
般
の
警
察
行
政
を
支
配
し
得
る
の
地
位
に
在
-N。

何 

|

ど
な
れ
ば
政
府
の
補
給
を
停
止
せ
ら
る
、
が
如
き
不
滿 

j

足
な
る
警
察
設
備
を
有
す
るi

>
J
.

は
地
方
納
桃
者
の
最 

も
苦
痛
ビ
す
る
所
な
.れ
ば
也
p

.a
;

つ
又
#
縣
及
び
谷
市 

\
の
宠
む
る
條
例
は
.〗

般
に
內
務
省
の
認
可
を
得
ざ
る
可 

一
か
ら
ざ
れ
ば
#
.(

但
し
地
方
省
の
掌
理
事
項
に
關
す
る 

ン

も
の
を
除
く)

。
長
官
は
一
名
の
政
務
次
官
及
び
多
數
の 

恒
久
事
務
官
に
依
A

て
補
助
せ
ら
る
併
し
乍
英
國 

の

K
o
m
e

 

S
e
c
r
e
t
a
r
y

は
歐
大
陸
の
諸
國
及
び
我
國
の
‘

內
務
大
S
ど
®
著
し
く
趣
を
異
に
せ
6

0
何

ど

な

れ

ば

,:
, 

彼
は
.
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政
以
外
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政
治
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雜錄焚國法则

i

綠
權
0

1

ぁ
る
«
合
に
は
s
r,
令
を
以
て
樹
則
を
®
む
る

こ

.
ビ
を
得
す
。

•
0

0

#

«
命
令
の
定
む
る
所
は
斷
じ
て
瞹
味
な
る 

可
か
ら
ず
。
其
の
作
爲
"
不
作
爲
の
命
合
は
嚴
密 

に
限
觉
せ
ら
れ
"
內
容
を
し
て
！
目
瞭
然
れ
ら
し 

め
ざ
る
可
か
&
t'
.
9 

(

三
}

警
察
命
令
の
規
定
す
る
所
は
一
般
の
人
に
平 

等
に
適
用
せ
ら
れ
ざ
る
可
か
ら
す 

(

西〕

翳
察
命
令
は
自
ロ

 

v
i
r
e
s

な
る

を
得
ず
。
換 

言
す
れ
ば
法
律
の
委
任
に
依
つ
て
逢
せ
ん
ど
す
る 

_
的

の

範

圆

外

に

出

づ

，
る

能

は

ず

0 

(

五〕

瞥

察

命

令

はr
e
a
s
o
n
a
b
l
e

な
ら
ざ
る
可
か
ら 

f'
1
即
ち
®

に
®

法

な

ら

.
ざ

る

の

み

な

ら

ず

ヽ

更 

に
不
當
な
&
ざ
る
こ
^
を
®
す
0

地
方
®
治
體
の
餮
鉉
權
に
對
す
る
®
な
る
.中
央
監

督

機 

關

は
ft
務

翁(
H
o
m
e

 

ofKce)

及

び

地
**
«

p
o
c
a
l 

G
o
v
e
r
i
c
n
t

 B
o
a
r
d
)

の
一
一
な
う
。
內

務
«
に
は
ば
。
|

る
の
み
な
&
す
臀
察
行
政
の
全
部
を
拿
理
す
る
も
の
に 

も
ゎ
ら
ざ
れ
ば
也

又
地
方
省
の
前
身
は1

八
四
七
年
に
創
設
せ
&
れ
允
る 

救
贫
周
即
ち
p
o
o
r 

L
a
w

 

B
o
a
r
d

に
し
て
，

一
人
の
長 

官
を
戴
き
、
長
官
は
議
會
に
對
し
て
責
任
を
有
し
れ
b
 

ノ
 

1

八
七
一
年
敕
贫
屙
改
稱
せ
ら
れ
て
地
方
省
即
ち 

L
o
c
a
l

 

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

 B
o
a
r
d

 

V」

な
-
^
、
大
R
權
限
を
增

一
 

加
し
れ
6

◦
殊
に
地
方
政
®.
に
對
す
る
獄
督
權
を
增
加 

し

れ

1

八
七
一
年
以
降
"
法
制
の
上
に
«
々
の
變 

S
ぁ
o
て
、
今
B
地
方
省
の
洧
す
る
權
限
は
極
め
て
廣 

大
な
り
o
從
つ
て
地
方
省
に
屬
す
る
/事
務
官
の
數
も
孙 

夥
し
き
數
に
達
す
。
是
等
の
寧
務
官
は
長
官
の
推
^

に

\ 

基
き
國
！-エ
の
促
命
す
る
所
な
り
。
彼
等
は
政
府
に
劉
し 

て
の
み
實
を
負
ひ
飞
地
方
的
利
寄
及
び
感
情
に
左
右
せ
一 

ら
る
、
こ
ど
な
く
、
其
の
意
見
は
公
平
無
税
に
し
て
、

其
の
能
度
は
常
に
不
偏
不
黨
な

英

國

の

，法
制
上
各
人
は
也
命
\

身
騰
及
び
財
産
に
對
す

第

九

涖(

九三

)

雜錄典國法制上簪察權の限评

る
不
法
の
侵
害
に
對
し
て
は.防
衞
の
目
：

S
を
以
て
：之
^

反
抗
す
る
こ
^
を
得
る
も
の
な
6

0
然
れ
ど
も
單
K.
抗

拒
し
得
る
に
止
ま
り
、
«
極
的
た
侵
害
を
加
ふ
る
を
得

ず
。
是
を
以
て
公
務
執
行
中
の
警
察
官
に
對
し
て
事
實
.

上
侵
害
を
加
へ
-̂
る
も
の
は
普
通
の
場
合
ょ
々
も.
1層

：

嚴
■

せ

ら

名可
き
も

の

な
然
&
而
し

て
若
し
不
法

の
侵
害
を
■

て
し
、
爲
め
R
響
綹
宫
を
死U

至
ら
し
め
.

た
る
時
は
謀
殺
を
以
て
論
ず
？

「

然
ら
ば
則
ち
細
何
な
る
狀.態
に
，於
て
生
命
身
體
及
び
財

産
の
不
法
侵
®

R
對
す
る
抗
拒
が
行
は
る
、
や

v
j

云
ふ

茲
に
ニ
說
有
り
。1

說
R
日
く
"
生
命
、
身
體
"

3

由
及
び
財
産
の
不
法
侵
害
あ
り
れ
る
場
合
に
於
て
は

之
に
比
例
し
"

其
度
を
失
せ
ざ
る
齙_
內
に
於
て
常
^

對
抗
す
る
こ
^
を
'得」

O

S〗

七
八
九
年
の
刑
法
起
草®

員
の
報
告
に
日
く
？
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笫

九

怨(

九
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雜

錄

' 

英
陶
法
制
上
镑
鈦
權
の
限
界 

illegal 

v

o:ence; 
yet 

ali 

this .is 

spbject 

to 

the 

restriction that: 

the 
f
o
r
c
e

cc
s
e
d
 

is 

necessary 

a
n
d

 

that 

the 

mischief 

do.
n
e b

y
'

 

o
r wh

i
c
h

 

m
i
V
h
t

 

r
e
a
s
o
n
a
b
l
y

PJnticlDated 
i
r
o
m

 

tlie 

force 

used 

is 

not 

dispropoHtioned 

1
:
0

the. 
inj 

ロ ry

 

or 

misclli

nlf 

w
n
i
c
h

 

it:

l
w mt

e
n
d

ft»d 

orevenl

■•じ

他
の1

說
に
日
く
"
生
命
"
身
體
及
び
@
曲
を
防
衛
す 

る
爲
め
に
絕
對
に
必
要
な
る
場
合
に
あ
ら
ざ
れ
ば
抗
拒 

を
爲
す
を
得
す

」

ど
o
之
を
獬
し
て
緊

1 ;
防
衛
說 

(self

丨

defence; 

N
o
t
w
e
h
r
)

 

S
云
ふo

乃
ち
知
る
、
第 

ニ
說
は
抗
拒
の
疋
當
な
る
が
爲
め
に
、
第

1

說
ょ
A
も 

1

層
嚴
密
な
る
條
件
を
附
せ
る
こ
^
を

。

さ

-
^
乍

ら

不
 

法
の
侵
密
に
對
し
て
は
*
轡
察
宫
R
對
し
て
も
猶
公
然 

抗
拒
し
得
る
y」

ヾ

」

を
認

容
せ
る
は
ニ
說
忙
共
通
せ
る
點 

な
り
G
勿
論
桄
拒
潘
は
不
法
の
侵
窖
あ
^
し

こ

を

證 

明
す
る
の
義
狢
あ
^

^
苦
夫
れ
不
法
の
侵
害
な
か
6
,し 

こ
、t

w

eビ
な
ら
ん
か
、
抗
抠
者
は
典
の
責
を
免
る
、

' 

能
は
ざ
る
也(

完)

:

第
：-
號
.

九
四

高

.城

仙

次

郞

-

緖

言

歐
洲
の
大
浪
戰
に
翁
加
せ
る
諸
國
が
谷
其g

線
に
*: 

た
し
め
た

る
戰
_
員
は
總
針】

..千
瀉
以
上
に
達
し
、
之 

に
後
方
勸
務
兵
並
に
豫
備
—

^'
合
す
れ
ば
典
總
員
數
. 

ニ
千
莴
人
に
上
る
可
く
"
猶

令

て

"

交

戰

國

の

嬰

す

る 

镩
事
獲
の
巨
額
に
上
る
こ
ビ
は
論
を
俟
杧
ざ
る
所
な
る 

が

『
偸
敦
ィ
コ
、
ノ

ミ

ス
ト』

訪
の
槪
錄
に
據
れ
ば

9 

英
國
は
毎
日
一
千
萵
圆
"
獨
逸
並
に
露
西
蓝
は
三
千
离
：
 

圆
"
怫

塊

兩

國

は

各

一

一

千

萬

圆

宛

を

嫂

消

し

つ

>あ

り 

5
0
0

劳
し
此
計
數
に
し
て
大

な

る
誤
算
な
し
^
せ
ば
此 

五
ヶ
國
の
み
に
就
き
て
云
ふ
も
> 
歐
洲
大
戰
の
«

^

«
 

は

1

ヶ
月
一
ー
1
十
三
億
圆
に
達
す
可
し
0
:三
十
三
億
圆
ミ
/

c
s
t
/
i
, ,,
 

ニ

I

1

I
；!i

s
へ
ば
、
我
國
に
於
け
る
諸
種
0.
會
社
挪
込
資
本
金
總 

•
H

ょ
h
も
約
五
割
多
く
，
我
帝
國
の
内
外
債
に
超
過
す 

ふ
こ
^
ニ

削

に

，し

て

、

又

我

國

杞

於

て

】

ヶ

年

問

に

產 

出
す
る
富
の
總
額
の
七
八
割
に
相
當
せ
ぅ
。

此
亙
额
の
取
®
は
交
戰
國
が
直
接
其
眾
事
行
動
の
爲 

め
に
支
出
し
つ
、
ぁ
る
金
額
な
る
も
、
此
數
字
は
必
ず 

し

も

特

に

戦

爭

の

爲

め

に

消

费

せ

ら

る

、
富

の

總

額

を 

代
表
す
る
も
の
に
非
す
o
如
何
.
S
なれば

》

第

,
堪 

戮
の
少
炉
ら
ざ
る
部
分
は
糧
食
费
な
る
が
、
目
下
交
戰 

國
の
軍
人
雄
*

が
消
®
せ
る
食
糧
の
力
®
分
は
假
令
此 

囘
の
戰
慨
が
動
發
せ
す
し
て
現
に
動
員
せ
&
れ
た
る
豫 

後
備
兵
が
各
其
常
業
に
就
き
居
る
^
す
る
も
日
々
消
費 

す
可
き
も
の
な
れ
ば
、
此
等
の
者
に
要
す
る
食
糧
は
必 

t
し
も
今
次
.の
戰
银
に
依
h

て
特
に
消
費
せ
ら
れ
つ
> 

?>
る
も
の
な
-

云
ふ
を
得
ざ
れ
ば
な
b
o 

(

尤
も
戦
地 

に
於
て
は
食
糧
品
は
軍
隊
の
行
動
並
に
興
他
の
原
因
に 

因
6
て
逍
棄
、
焼
却
又
は
濫
li
せ

ら

る

、

こ

^

®

か
ら 

ざ
る
を
以
て
、
此
等
の
秫
々
の
原
因
の
爲
め
に
浪
费
せ

ら
る
V
も
の
を
ば
特
に
戰
爭
に̂

づ
ぐ
食
糧
の
消
#
高 

^
看
做
す
こ
ヾ」

を
得
可
し
^

次
忙
動
•
*せ
.
&れ
.た
る
取 

人
の
給
料
並
に
常
備
取
の
將
钦
の
'
^
卒
に
對
す
る
戰
時 

增
捧
の
大
部
分
も
亦
戰
费
ょ
り
控
除
せ
ざ
る
可
か
ら
ず 

如
何
ど
な
れ
ば
、
給
料
は
當
の
消
费R
非
ざ
る
を
以
て 

也
o

又
"

同

1

の
理
由
の
爲
め
杞
、
遺
族
扶
助
料
"
廢 

兵
の
一
時
賜
金
又
ば
恩
給
等
を
も
控
除
す
る
を
要
す
？ 

斯
く
の
如
く
、
戰
费
は
必
ず̂

も

夫

れ

丈

の

®

の

消 

费
を
意
味
す
る
も
の
に
非
ど
も
、又

1

方
杞
於
て 

は
軍
人
軍
馬
の
死
傷
に®
づ
く
富
の
生
産
力
の
鱗
退、
! 

動
員
に
甚
く
生
鹿
業
者
の
缺
乏
、
交
戰
地
に
於
け
る
富 

の
破
壤
ゝ
堪
隊
の
行
動
の
爲
めR
農
工
商
の
蒙
む
る
妨 

害
等
に
依
る
交
戰
國
の
經
濟
的
損
失
は
頗
るM
額
に
上 

る
こ
:̂
6

$
て
、
普
佛
戰
爭
中
忙
於
け
る
佛
國
の
如
く 

此
種
0
損
害
が
直
接
戰
鬪
.に
要
し
れ
る
«
费
に
超
過
す 

る
こ
^
す
&
3>
る
な
-

C
S
O

殊
に
戰
爭
は
斯
か
る
物
質
上 

の
損
害
の
外
に
戰
國
員
並
に
交
戰
地
化
於
け
る
非
戰
闺 

員

間

に

侦

せ

ら

る

、

-
<
生

の

一

大
驂
劇
を
®

す

のみ
な

笊
九
怨

九
；«.

雜

錄

經
濟
學
上
ム
リ
觐
t:
る
鞅
爭

九
芄


